
T E N S A I  A R T

1

「微生物Ⅱ」　大場 多知子　Tachiko OOBA　アートボード・アクリルガッシュ　515×725mm　2018 年

発行日　2019年2月25日（月）

発行者　特定非営利活動法人
　　　　障碍者芸術推進研究機構
　　　　天才アート KYOTO
発行所　〒605-0811
　　　　京都市東山区大和大路四条下る
　　　　4丁目小松町 四条・新道アトリエ
　　　　info@tensai-art.kyoto
　　　　http://tensai-art.kyoto

編　集　株式会社 三六六

天才アートとは、障碍
のある人の多くがもつ
優れた感性と表現力、
そこから湧き出る独

創的なアート作品に対して、特定非営
利活動法人 障碍者芸術推進研究機構

（天才アート KYOTO）が独自にネーミ
ングしたものです。当機構は天才アー
トを推進し、その啓発・普及活動を積
極的に行っています。
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２
０
１
８
年
、
京
都
市
と
パ
リ
市
が
友
情
盟
約

を
締
結
を
し
て
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を

記
念
し
て
両
市
で
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
が
、
京
都
市
で
も
そ
の
一
環
と
し
て
『
京

都
・
パ
リ
友
情
盟
約
締
結
60
周
年
記
念
展
覧
会〝
描

き
、
紡
ぎ
、
絆つ
な

ぐ
〟』
が
企
画
さ
れ
、
当
機
構
が

そ
の
企
画
運
営
を
受
託
し
ま
し
た
。
同
展
は
、
中

京
区
河
原
町
三
条
の
京
都
造
形
大
学
の
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｚ

Ｏ
Ｎ
Ｅ
を
会
場
に
、
９
月
28
日
（
金
）
～
10
月
14

日
（
日
）
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

作
品
は
、
京
都
市
よ
り
作
家
８
名
の
作
品

１
３
１
点
、
パ
リ
市
よ
り
作
家
４
名
の
作
品
43
点

を
展
示
。
会
場
内
で
は
作
品
と
と
も
に
、
作
家
た

ち
の
制
作
中
の
記
録
映
像
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像

を
上
映
し
、
障
碍
の
あ
る
作
家
た
ち
の
モ
チ
ー
フ

や
制
作
ス
タ
イ
ル
も
紹
介
す
る
な
ど
し
て
た
い
へ

ん
好
評
で
し
た
。

ま
た
、
10
月
５
日
（
金
）
に
は
、
ゼ
ス
ト
御
池

イ
ベ
ン
ト
広
場
に
お
い
て
、
京
都
国
際
映
画
祭
連

携
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
吉
本
興
業
所
属
タ
レ
ン
ト
と

当
機
構
所
属
作
家
と
の
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
10
月
13
日
（
土
）

に
は
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
側
作

品
の
出
展
協
力
を
い
た
だ
い
たEgart
（
エ
ガ
ー

ル
）
協
会
の
支
配
人
で
あ
る
マ
リ
ー
・
ジ
ロ
ー
氏

を
招
い
て
「
描
く
日
常
を
社
会
へ
開
く
～
福
祉
と

芸
術
の
懸
け
橋
と
し
て
」
と
題
し
、
障
碍
の
あ
る

人
の
創
作
に
迫
る
討
論
を
行
い
ま
し
た
。そ
し
て
、

今
回
の
展
覧
会
を
契
機
と
し
て
京
都
・
パ
リ
の
作

品
交
流
の
継
続
が
提
案
さ
れ
る
な
ど
、
今
後
に
つ

な
が
る
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

17
日
間
の
会
期
中
１
、１
１
９
人
の
来
場
者
を

数
え
る
と
と
も
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
報

道
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
大
き
な
反
響
が
あ
り

あ
き
お 

と 

あ
つ
し 

２
人
展
を
開
催

当
機
構
所
属
作
家
の
土
屋
彰
男
さ
ん
と
楠
川
敦

士
さ
ん
が
、
２
０
１
８
年
９
月
26
日
（
水
）
～
10

月
２
日
（
火
）
の
会
期
で
、「
あ
き
お 

と 

あ
つ
し 

２
人
展
」
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
、
四
条

通
祇
園
町
南
側
に
あ
る
京
つ
け
も
の
西
利
４
階
の

「
西
利
ぎ
ゃ
ら
り
ぃ
」。

展
示
作
品
は
、
豊
か
な
色
彩
と
独
特
の
構
成
で

描
か
れ
た
絵
画
作
品
を
中
心
に
書
や
版
画
、
陶
器

な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
で
、
会
場
を
鮮
や
か
に

彩
っ
て
い
ま
し
た
。

会
場
が
四
条
通
祇
園
と
い
う
こ
と
か
ら
た
く
さ

ん
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
が
、
一
般
客
だ
け
で

は
な
く
観
光
客
が
多
い
の
が
特
徴
で
、
販
売
さ
れ

て
い
た
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
や
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
も
記

念
品
や
お
土
産
と
し
て
買
い
求
め
る
方
が
多
か
っ

た
よ
う
で
す
。

当
機
構
で
は
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
所
属
作
家

の
作
品
展
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

報 　 告

展 覧 会

ま
し
た
。

な
お
、
本
展
開
催
に
あ
た
っ
て
は
企
画
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
京
都
市
担
当
課
と
と
も
に
甲
南
大

学
文
学
部
の
服
部 

正
氏
、
京
都
造
形
芸
術
大
学

ア
ー
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
学
科
の
山
下
里
加
氏
・
林

田 

新
氏
の
企
画
協
力
に
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
進
行

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
紙
面
を
借
り

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

会
期：２
０
１
８
年
９
月
28
日（
金
）～
10
月
14
日（
日
）

11
時
～
20
時　
休
館
日
な
し

会
場
：A

R
TZO

N
E

／M
ED

IA
 SH

O
P G

allery 

京
都
市
中
京
区
河
原
町
三
条
下
ル
一
筋
目
東

入 

Ｖ
Ｏ
Ｘ
ビ
ル
１・２
Ｆ　

主
催
：
京
都
市

後
援
：
京
都
府

協
力
：
文
化
庁
地
域
文
化
創
生
本
部
、
き
ょ
う
と
障

害
者
文
化
芸
術
推
進
機
構

企
画
：
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

障
碍
者
芸
術
推
進
研

究
機
構

共
同
企
画
：
京
都
造
形
芸
術
大
学
ア
ー
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
学
科

「あきお と あつし ２人展」の様子

京
都
・パ
リ
友
情
盟
約
締
結
60
周
年
記
念

展
覧
会

オープニングセレモニーのテープカット（左から出口
一行京都市障害保健福推進室長、松坂浩史文化庁
地域文化創生本部事務局長、青木賀代子京都府保
健福祉部副部長

5人の作家が参加したライブペインティング

活発に意見が交わされたトークイベント

多くの来場者でにぎわう会場
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ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
開
催
。
新
た
な
視
点
で
作

品
や
制
作
過
程
の
特
長
を
論
議
す
る
な
ど
、
有
意

義
な
展
覧
会
・
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

展
覧
会
の
共
催
、
後
援
、
助
成
と
協
賛
・
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
機
関
・
団
体
、
関
係
者

の
皆
さ
ま
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

展
覧
会
実
績
：
会
期
15
日
間
で
来
場
者
数
１
、１
４
０

人
／
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
数
76
人

メ
デ
イ
ア
報
道
：
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
、
京
都
新
聞

主
催
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
障
碍
者
芸
術
推
進
研
究
機
構

共
催
：
京
都
市
・
京
都
市
教
育
委
員
会

後
援
：
京
都
新
聞
社
会
福
祉
事
業
団
・
京
都
市
立
総

合
支
援
学
校
長
会

協
賛
：
洛
和
会
ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

助
成
：
京
都
府
地
域
ア
ー
ト
展
支
援
事
業
・
京
遊
連

社
会
福
祉
基
金

協
力
：
文
化
庁
地
域
文
化
創
生
本
部
・
大
谷
大
学

PEN
K

I FA
C

TO
R

Y M
edia W

orks

出
展
：
ア
ト
リ
エ
と
も
・
京
都
市
洛
西
ふ
れ
あ
い
の

里
授
産
園
・
障
害
者
支
援
施
設
Ｄ
Ｏ
・
天
才

ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
・
衣
笠
泰
介
・
髙
田
美
貴

「
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
展

２
０
１
８
」
成
功
裏
に
終
了

２
０
１
２
年
よ
り
毎
年
、
中
京
区
の
堀
川
御
池

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
開
催
し
て
い
る
『
天
才
ア
ー
ト

展
』
を
、
２
０
１
８
年
11
月
16
日
（
金
）
～
12
月

２
日
（
日
）
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

第
７
回
目
と
な
る
本
展
は
、
京
都
で
ア
ー
ト
制

作
に
取
り
組
む
障
碍
者
福
祉
施
設
所
属
の
作
家
や

個
人
で
活
動
す
る
作
家
の
協
賛
・
協
力
を
得
て
、

56
名
の
作
家
の
絵
画
作
品
２
１
０
点
と
立
体
作
品

３
群
（
粘
土
作
品
50
点
・
紙
作
品
４
点
）
を
３
室

に
分
け
て
展
示
し
ま
し
た
。

本
展
で
も
、
例
年
ど
お
り
新
し
い
作
家
13
名
の

作
品
を
紹
介
・
展
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
と
同

様
に
全
く
新
し
い
タ
ッ
チ
・
作
風
の
作
品
が
あ
り
、

会
場
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
来
場
者
に
新
た
な
感
動
と

印
象
を
与
え
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

ま
た
会
期
中
の
11
月
23
日
（
金
・
祝
）
に
は
、

精
神
科
医
で
障
碍
者
の
ア
ー
ト
活
動
に
も
造
詣
の

深
い
石
坂
好
樹
氏
を
講
師
に
迎
え
て
、「
サ
ヴ
ァ

ン
な
人
た
ち
、
そ
の
芸
術
表
現
。」
の
テ
ー
マ
で

共生社会の実現に向けて二歩目を踏み出す展覧会

四条通公共地下通路でのポスター展示

天才アート KYOTO の作品が中心の展示室 B

京都でアート制作に取り組む障碍者福祉施設の作品が
並ぶ展示室 C

で
最
も
著
名
な
繁
華
街
で
あ
る
「
四

条
通
」
の
公
共
地
下
通
路
に
て
、
'18

年
11
月
７
日
（
水
）
～
'19
年
１
月
27

日
（
日
）
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
展
示
は
、
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ

Ｏ
Ｔ
Ｏ
が
所
蔵
す
る
作
品
ア
ー
カ
イ

ブ
デ
ー
タ
を
Ｂ
１
サ
イ
ズ
の
「
ア
ー

ト
ポ
ス
タ
ー
」
に
パ
ネ
ル
加
工
し
、

無
機
質
に
な
り
が
ち
な
公
共
地
下
道

な
ど
の
壁
面
を
飾
り
、「
街
中
に
ア
ー

ト
の
彩
り
！
」
を
与
え
、
市
民
や
観

光
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
和
ん
で
も
ら
い
、
合
わ
せ

て
障
碍
の
あ
る
人
の
ア
ー
ト
の
世
界
を
広
く
知
っ

て
も
ら
う
趣
旨
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
四
条
地
下
通
路
の
中
央
支
柱
列
（
約

４
ｍ
間
隔
）
の
う
ち
、
麩
屋
町
通
～
御
幸
町
間
の

約
１
０
０
ｍ
に
あ
る
26
本
の
支
柱
の
南
北
両
面
に

作
品
ポ
ス
タ
ー
パ
ネ
ル
50
枚
と
説
明
パ
ネ
ル
２
枚

を
展
示
。

会
期
中
に
展
示
を
見
た
関
係
者
か
ら
、
新
た
な

展
示
依
頼
の
問
い
合
わ
せ
も
届
い
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
制
作
し
た
ポ
ス
タ
ー
パ
ネ
ル
は
60
点
以
上

あ
り
、
今
後
も
要
請
が
あ
れ
ば
展
示
協
力
し
て
い

く
予
定
で
す
（
問
い
合
わ
せ
は
、
Ｈ
Ｐ
：info@

tensai-art.kyoto

）。

'19
年
３
月
５
日（
火
）～
11
日（
月
）『
天
才
ア
ー
ト

が
や
っ
て
き
た
 !! 
展
in
東
山
』
中
止
の
お
知
ら
せ

会
報
18
号
の
２
頁
で
予
告
し
て
お
り
ま
し
た
標

記
展
覧
会
は
、
誠
に
勝
手
な
が
ら
諸
般
の
事
情
に

よ
り
中
止
い
た
し
ま
す
。
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ

た
皆
様
方
に
は
本
当
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

新たな視点で論議したギャラリートーク

京
都
精
華
大
学
と
コ
ラ
ボ
展
示

２
０
１
８
年
11
月
14
日
（
水
）
～
24
日
（
土
）、

京
都
精
華
大
学
ギ
ャ
ラ
リ
ー
フ
ロ
ー
ル
に
て
「
共

生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
二
歩
目
を
踏
み
出
す
展

覧
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
展
覧
会
は
、

一
昨
年
に
続
き
２
回
目
の
開
催
で
、
障
碍
の
あ
る

人
と
な
い
人
の
作
品
を
交
互
に
展
示
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
共
生
社
会
の
大
切
さ
を
訴
え
、
小
さ
な

二
歩
目
を
踏
み
出
す
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

同
展
は
、京
都
精
華
大
学
北
波
研
究
室
の
主
催
、

天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
・
京
都
市
明
徳
小
学
校

の
共
催
、
京
都
市
教
育
委
員
会
の
後
援
。
会
場
に

は
、
学
生
や
教
職
員
を
は
じ
め
、
多
く
の
市
民
や

関
係
者
の
姿
が
見
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

「
公
共
空
間
に
ア
ー
ト
の
彩
り
！
」

展
開
催

『
天
才
ア
ー
ト
が
や
っ
て
き
た
！
～
公
共
空
間

に
ア
ー
ト
の
彩
り
！
』
展
を
、
昨
年
の
２
月
～
３

月
の
京
都
駅
新
幹
線
下
自
由
通
路
に
続
き
、
京
都
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レポート

トピックス

■ 

文
化
庁
地
域
文
化
創
生
本
部

　 

長
官
室
に
作
品
展
示

京
都
市
東
山
区
に
文
化
庁
地
域
文
化
創
生
本
部

が
設
置
さ
れ
た
２
０
１
７
年
の
７
月
よ
り
、
同
本

部
長
官
室
に
、
当
機
構
所
属
作
家
の
作
品
を
展
示

提
供
し
て
い
ま
す
。
１
年
が
経
過
し
た
昨
年
７
月

に
作
品
を
入
れ
替
え
ま
し
た
。

新
し
い
作
品
は
、
土
屋
彰
男
「
オ
ナ
ガ
ド
リ
」

と
富
田
晃
生
「
ロ
ゴ
ア
ー
ト
」
で
す
。
両
作
品
と

も
，
額
を
入
れ
る
と
タ
テ
・
ヨ
コ
と
も
１
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
大
型
作
品
で
す
。

長
官
室
を
訪
れ
る
来
客
者
が
作
品
を
見
て
、
必

ず
「
作
者
に
つ
い
て
」
ご
質
問
さ
れ
る
と
の
こ
と

か
ら
、
広
報
の
大
き
な
活
動
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て

い
ま
す
。

写真左：松坂浩史文化庁地域文化創生本部事務局長（後列左）と土屋彰男さん
写真右：土屋彰男「オナガドリ」キャンバス・アクリルガッシュ／ H910×W1,167㎜

富田晃生さん（前列右）と作品「ロゴアート」9点　商品の空箱・セロハンテープ／
最大H195×W486mm ～最小H98×W181mm

■ 

公
益
財
団
法
人
京
游
連
社
会

　 

福
祉
基
金
様
か
ら
助
成
金

「
天
才
ア
ー
ト
展
２
０
１
８
」
の
開
催
に
当
た

り
、（
公
財
）
京
游
連
社
会
福
祉
基
金
様
よ
り
助

成
金
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
２
０
１
８
年
11
月

29
日
（
木
）、
平
成
30
年
度
助
成
事
業
（
寄
付
・

助
成
金
）
の
贈
呈
式
が
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
京
都
で
開
催
さ
れ
、
高
島
理
事
長
が
助
成

金
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

当
機
構
の
活
動
へ
の
深
い
ご
理
解
と
ご
厚
情
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

寄付・助成金の贈呈式（京遊連社会福祉基金Webサイトより）助成金を受け取る高島理事長

■ 

機
関
誌
や
広
報
物
な
ど
に

　 

作
品
が
採
用
さ
れ
る

当
機
構
所
属
作
家
の
作
品
が
、
機
関
誌
の
表
紙

や
広
報
物
な
ど
に
採
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て

い
ま
す
。

公
益
財
団
法
人
世
界
人
権
問
題
研
究
セ
ン
タ
ー

発
行
の
「G

LO
BE

」
は
、
季
刊
で
年
４
回
、
本

年
度
で
２
年
目
の
採
用
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
公

益
社
団
法
人
日
本
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
協
会
発

行
の
「Philanthropy

」
誌
の
８
月
号
表
紙
や
、

花
園
大
学
同
窓
会
宮
城
県
支
部
公
開
講
演
会
の
チ

ラ
シ
に
も
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
商
用
で

は
な
く
、
公
共
性
の
高
い
印
刷
物
で
、
使
用
料
は

格
安
で
す
が
、
広
報
活
動
の
一
環
と
し
て
、
今
後

も
積
極
的
に
対
応
し
て
い
く
予
定
で
す
。右から（公財）世界人権問題研究センター発

行の「GLOBE」、（公社）日本フィランソロピー
協会発行の「Philanthropy」、「花園大学同窓
会宮城県支部」の公開講座チラシ
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天 才
アート
ノート

根ヶ山 恵司

石田 百恵

上田　彩　Aya UEDA　1989年生
上田は、家庭や通所する施設などでの季節の行事やレクレーション
をテーマに描き続けて15年近く、作品は200点近くになる。画面
の中には必ず自分と近しい人を描くが、時々大好きなパンダやほか
の動物に変身することもある。そのタッチは一目で「上田彩」流と
判るほど確立している。

「マウス タテウス」 　画用紙・サインペン・カラー筆ペン　298×420mm　
2018 年

「マウス キャンサー」 　画用紙・サインペン・カラー筆ペン　298×420mm　
2018 年

上田　彩

根 ヶ 山 恵 司　Keishi NEGAYAMA　
1996年生
根ヶ山は、ひとつのモチーフ（それは、犬、昆虫、恐竜、
魚、メカロボットと多様だが）を必ず姿態や意匠をさ
まざまに変化させて、「シリーズ」のように連作するこ
とが多い。作品は、その色調や意匠の変化と連続性
が、観る者になぜか安心感とワクワク感のようなもの
を与える。

石田 百恵　Momoe ISHIDA　2002年生
石田は、小学生の時、東京ディズニーランドで夕刻に催行さ
れるマジカル・パレードを見てから、これをテーマに描き始め
た。それから5年、黒の色画用紙にポスカを使ってアウトライ
ンやLEDで輝くデコレーションを鮮やかに点描した後、水彩
で着色する制作スタイルも一貫していて、その作風は10代半
ばにしてすでに確立している感がある。

「天皇賞」　画用紙・サインペン・色鉛筆　270×380mm　2018 年

「新年会」　画用紙・サインペン・色鉛筆　270×380mm　2018 年

「アリスとねこのパレード」　色画用紙・アクリルガッシュ　390×545mm　2018 年 「しらゆきひめのパレード」　色画用紙・色鉛筆・アクリルガッシュ　390×545mm　
2018 年
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り
し
て
い
ろ
い
ろ
遊
び
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
、
毎

日
色
紙
を
切
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
要
求
が
始
ま
り

ま
す
。

私
の
家
事
が
一
段
落
す
る
の
を
見
計
ら
い
、

座
っ
た
瞬
間
、
す
ぐ
に
ハ
サ
ミ
と
色
紙
を
持
っ
て

き
て
差
し
出
す
の
で
し
た
。

そ
れ
は
幼
稚
園
の
頃
か
ら
小
学
校
の
４
年
生
ま

で
続
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
菜
月
に
「
一
緒
に
切

ろ
う
」
と
、
た
び
た
び
声
を
か
け
て
誘
い
ま
し
た

が
、
い
つ
も
熱
心
に
見
て
い
る
だ
け
で
、
自
分
で

切
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

話
は
少
し
戻
り
ま
す
。
幼
稚
園
の
頃
は
、
な
ぐ

り
書
き
の
絵
の
他
に
「
な
つ
き
」
と
自
分
の
名
前

だ
け
書
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
12
年
春
、
京
都
市
立
西
養
護
学
校
（
現
・

京
都
市
立
西
総
合
支
援
学
校
）
に
入
学
し
ま
す
。

学
校
で
は
、ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
、イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー

ト
、
自
転
車
な
ど
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
中
、

体
感
を
鍛
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
水

性
ペ
ン
で
丸
い
顔
を
、
色
を
変
え
て
一
枚
の
紙
に

何
個
か
描
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
小
学
部
２
年

生
の
時
、
担

任
の
先
生
か

ら
「
お
母
さ

ん
、
今
日

初
め
て
な
っ

ち
ゃ
ん
が
人

の
形
ら
し
き

も
の
を
描
き

ま
し
た
！
」

と
、
す
ぐ
そ

の
日
に
写
真

●
姉
の
教
材
に
興
味
を
示
す

娘
、
小
寺
菜
月
は
現
在
25
歳
で
す
。
２
歳
半
年

上
の
姉
と
の
２
人
姉
妹
で
す
。

生
ま
れ
て
か
ら
は
、
姉
と
は
対
照
的
に
、
た
っ

ぷ
り
と
ミ
ル
ク
を
飲
み
、
ぐ
っ
す
り
寝
て
ぐ
ず
る

こ
と
も
な
い
と
て
も
楽
な
子
で
し
た
。と
こ
ろ
が
、

生
後
８
カ
月
の
検
診
で
そ
の
「
楽
さ
」
こ
そ
が
問

題
で
し
た
。寝
返
り
も
し
な
い
、手
は
い
つ
も
グ
ー

に
し
て
い
て
パ
ー
に
で
き
な
い
、
お
座
り
も
で
き

な
い
ま
ま
で
、
再
度
そ
の
１
カ
月
後
の
検
診
に
よ

り
精
密
検
査
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
脳
の
Ｃ
Ｔ
で
脳
の
前
方
の
左
右
に

隙
間
が
見
つ
か
り
「
知
能
面
・
運
動
面
に
影
響
す

る
部
分
な
の
で
遅
れ
が
生
じ
る
と
思
い
ま
す
」
と

告
げ
ら
れ
ま
し
た
（
脳
の
隙
間
は
３
歳
児
の
時
、

再
検
査
で
は
正
常
に
な
っ
て
い
ま
し
た
）。

そ
れ
か
ら
２
週
間
ご
と
に
京
都
市
児
童
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
小
児
科
に
通
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

１
歳
３
カ
月
で
ハ
イ
ハ
イ
が
で
き
、
１
歳
９
カ
月

で
や
っ
と
立
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら

少
し
ず
つ
歩
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。

３
歳
前
か
ら
、
母
子
通
園
施
設
に
通
い
療
育
と

い
う
も
の
を
受
け
ま
し
た
。
施
設
の
先
生
に
は
、

手
足
は
も
ち
ろ
ん
体
全
体
に
筋
肉
が
無
い
と
指
摘

を
受
け
ま
し
た
。
ぷ
よ
ぷ
よ
し
て
い
て
、
座
っ
て

も
背
中
が
だ
ら
ん
と
曲
が
り
、
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い

状
態
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
体
も
弱
く
し
ょ
っ

ち
ゅ
う
発
熱
し
、
１
週
間
頑
張
っ
て
通
園
で
き
た

と
喜
ん
だ
ら
、
翌
週
に
ま
た
熱
が
出
て
１
週
間
休

む
、
の
繰
り
返
し
で
し
た
。
言
葉
も
遊
び
も
、
他

の
子
ど
も
さ
ん
と
比
べ
る
と
全
然
足
り
な
い
、
言

葉
か
け
を
も
っ
と
も
っ
と
し
て
、
誘
っ
て
い
っ
て

く
だ
さ
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
全
然

興
味
を
示
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

通
所
に
電
車
を
使
っ
て
い
た
せ
い
か
鉄
道
だ
け

は
興
味
を
持
ち
は
じ
め
、
電
車
の
絵
本
を
何
冊
も

買
い
、と
て
も
器
用
に
片
手
で
ペ
ー
ジ
を
滑
ら
せ
、

本
を
め
く
る
姿
に
は
驚
き
ま
し
た
。
な
ぐ
り
書
き

も
多
少
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

姉
が
幼
稚
園
に
上
が
り
、
Ｂ
社
の
幼
児
向
け
の

教
材
を
と
る
よ
う
に
な
る
と
、
今
ま
で
あ
ま
り
何

事
に
も
興
味
を
示
さ
な
か
っ
た
菜
月
に
大
き
な
変

化
が
訪
れ
ま
す
。
教
材
の
ビ
デ
オ
に
と
て
も
関
心

を
示
し
、一
日
中
何
度
も
何
度
も
見
て
い
ま
し
た
。

色
の
名
前
や
形
の
名
前
に
興
味
を
持
ち
覚
え
て
い

き
ま
し
た
。
パ
ズ
ル
の
付
録
、
シ
ー
ル
の
付
録
な

ど
に
も
興
味
を
示
し
、
手
に
取
っ
て
は
め
込
も
う

と
す
る
仕
草
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
洗
濯
ば

さ
み
が
好
き
で
、
私
が
物
干
し
に
向
か
う
と
つ
い

て
き
て
、
カ
ラ
フ
ル
な
洗
濯
ば
さ
み
を
自
分
の
前

に
並
べ
て
色
へ
の
興
味
を
示
し
た
り
、
ブ
ロ
ッ
ク

や
粘
土
遊
び
に
も
関
心
を
持
ち
始
め
ま
し
た
。
こ

の
頃
、
言
葉
の
方
は
一
語
文
し
か
話
せ
ま
せ
ん
で

し
た
。

●
新
た
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
の
出
会
い

姉
が
小
学
校
に
入
学
す
る
の
に
伴
い
、
ビ
デ
オ

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
時
の

新
た
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
の
出
会
い
が
、
後
に
菜

月
の
切
り
絵
に
繋
が
る
こ
と
に
な
る
と
は
夢
に
も

思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

小
学
生
を
対
象
に
し
た
新
た
な
教
材
の
中
に

「
か
に
ま
る
」
と
ぽ
ん
ぽ
こ
タ
ヌ
キ
の
「
ポ
コ
」

が
登
場
し
ま
す
。
ビ
デ
オ
の
中
に
は
そ
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
「
お
絵
か
き
歌
」
が
あ
り
ま
し
た
。
菜

月
は
こ
れ
を
見
な
が
ら
何
度
も
何
度
も
、
私
に
こ

の
絵
を
描
い
て
ほ
し
い
と
要
求
し
ま
し
た
。
毎

日
毎
日
、
ね
だ
ら
れ
て
同
じ
絵
を
描
い
て
い
ま

し
た
が
、
あ
る
日
ふ
と
、「
こ
の
カ
ニ
と
ポ
コ
を

色
紙
で
切
っ
て
み
た
ら

ど
ん
な
反
応
を
示
す
か

な
？
」
と
思
い
つ
き
ま

し
た
。
３
色
の
色
紙

を
重
ね
て
ま
と
め
て
切

り
、
３
色
の
ポ
コ
が
出

て
き
た
時
に
は
と
て
も

輝
い
た
眼
で
見
て
く
れ

て
い
ま
し
た
。
お
話
し

し
な
が
ら
、
切
っ
た
も

の
に
顔
を
描
い
て
み
た

親
子
の
遊
び
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
切
り
絵 

―
制
作
は
人
と
の
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
―   

　
小
寺 

明
子

寄　稿
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作
品
を
見
る
こ
と
、
見
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
励

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
が
更
な
る

意
欲
に
繋
が
る
よ
う
で
す
。

菜
月
は
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
で
す
。
重
度
精

神
遅
滞
も
伴
っ
て
い
ま
す
。
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
会
話
が
難
し
く
、
自
分
の
思
い
を

う
ま
く
言
葉
に
し
て
伝
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
25
年
育

て
て
き
た
今
日
で
も
理
解
に
苦
し
む
毎
日
で
す
。

音
や
視
覚
に
過
敏
な
の
で
、
こ
ち
ら
が
気
づ
け
て

い
な
い
う
ち
に
不
安
定
に
な
っ
た
り
、
パ
ニ
ッ
ク

に
な
り
大
声
を
出
し
た
り
、
こ
だ
わ
り
も
強
く
、

ま
た
日
々
変
化
も
み
ら
れ
ま
す
。

今
、
菜
月
が
穏
や
か
な
表
情
や
意
欲
的
な
表
情

を
み
せ
、
一
番
気
持
ち
が
集
中
で
き
る
の
は
、
制

作
活
動
に
夢
中
で
取
り
組
ん
で
い
る
時
に
ほ
か
な

り
ま
せ
ん
。

あ
の
時
、「
か
に
ま
る
と
ポ
コ
」
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
出
会
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
、
今
、
菜
月
は

切
り
絵
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
？
と
、
ふ
と
思

い
ま
す
。

で
見
せ
て
く
だ
さ
り
、
そ
の
時
の
こ
と
は
今
で
も

は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
ま
す
。
弱
い
線
で
す
が
顔

も
手
も
足
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
ど
ん
ど
ん

絵
を
描
く
こ
と
に
興
味
が
湧
い
て
き
ま
す
。
主
に

女
の
子
の
絵
を
た
く
さ
ん
描
き
ま
し
た
。
こ
だ
わ

り
が
あ
り
女
の
子
の
絵
は
赤
い
ペ
ン
で
描
い
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
女
の
子
は
、
自
分
自
身
だ
っ
た

よ
う
で
す
。
毎
日
ら
く
が
き
帳
一
冊
を
描
き
尽
く

す
勢
い
で
没
頭
し
て
い
ま
し
た
。
絵
に
も
変
化
が

み
ら
れ
る
中
で
小
学
４
年
生
ま
で
描
き
続
け
ま
し

た
。
同
時
に
私
に
カ
ニ
と
ポ
コ
を
切
る
要
求
も
続

い
て
い
ま
し
た
。

●
「
カ
ニ
」
を
切
っ
た
の
は
突
然
の
出
来
事

平
成
16
年
４
月
、
養
護
学
校
の
総
合
制
実
施
に

伴
い
、
京
都
市
立
呉
竹
総
合
養
護
学
校
（
平
成
19

年
学
校
教
育
法
改
正
に
よ
り
京
都
市
立
呉
竹
総
合

支
援
学
校
と
変
更
）
に
転
校
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
時
か
ら
毎
日
描
い
て
い
た
、
女
の
子

の
絵
を
全
く
描
か
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

紙
に
向
か
っ
て
も
黒
く
塗
り
つ
ぶ
す
だ
け
だ
っ
た

り
、
気
力
の
無
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
学
校
に
な
じ

ん
で
く
る
と
興
味
は
新
た
に
教
え
て
い
た
だ
い
た

「
カ
タ
カ
ナ
」
に
向
き
、
毎
日
、
毎
日
カ
タ
カ
ナ

を
練
習
し
、
自
分
で
大
き
な
花
丸
を
描
く
様
子
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
あ

る
日
突
然
ハ
サ
ミ
で
「
カ
ニ
」
を
切
り
ま
し
た
。

今
ま
で
自
分
で
切
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
に
、

フ
リ
ー
ハ
ン
ド
で
い
つ
も
私
が
切
っ
て
い
る
カ
ニ

で
し
た
。

中
学
部
に
入
る
頃
に
は
、
カ
ニ
・
ポ
コ
以
外
に　

ネ
コ
や
ウ
サ
ギ
な
ど
切
り
た
い
形
を
切
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
中
学
３
年
の
学
習
発
表
会
で

は
、
舞
台
の
上
で
「
と
っ
と
こ
ハ
ム
太
郎
」
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ト
ン
ガ
リ
君
を
切
っ
て
、
出
来

上
が
っ
た
も
の
を
台
紙
に
貼
り
、
客
席
の
皆
さ
ま

に
見
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

高
等
部
で
は
、
２
年
生
の
時
か
ら
紙
加
工
班
に

な
り
、牛
乳
パ
ッ
ク
を
切
る
担
当
に
な
り
ま
し
た
。

あ
れ
ほ
ど
筋
力
が
な
か
っ
た
子
で
し
た
が
、
固
い

牛
乳
パ
ッ
ク
を
サ
ク
サ
ク
と
切
っ
て
い
ま
し
た
。

手
に
力
が
つ
い
て
き
て
い
ま
し
た
。
金
曜
日
の
午

後
は
「
ア
ト
リ
エ
金
ゴ
ゴ
」
と
い
う
好
き
な
制
作

活
動
の
授
業
で
し
た
。

当
時
は
白
い
紙
を
切
っ
た
り
、
自
分
で
色
を

塗
っ
た
画
用
紙
を
使
い
、
生
き
物
や
野
菜
な
ど
の

形
を
切
っ
て
い
ま
し
た
。
学
校
以
外
の
場
所
に
も

展
示
し
て
い
た
だ
く

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

展
示
会
に
連
れ
て
行

く
と
、
自
分
の
作
品

が
こ
こ
に
あ
る
と
い

う
喜
び
を
感
じ
て
い

る
様
子
が
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

●
「
天
才
ア
ー
ト
」
に

　  

参
加
し
て

在
学
中
に
「
天
才

ア
ー
ト
」
の
ア
ト
リ
エ

会
の
お
話
を
聞
き
、
卒
業
後
の
不
安
も
強
く
あ
っ

た
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

「
天
才
ア
ー
ト
」
の
ア
ト
リ
エ
会
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
今
は
、
主
に
切
り
絵
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
私
が
以
前
か
ら
い
つ
も
紙
を
半
分
に

折
っ
て
、
カ
ニ
や
ポ
コ
を
切
っ
て
い
た
た
め
か
、

菜
月
も
紙
を
半
分
に
折
り
切
っ
て
い
き
ま
す
。
自

分
の
頭
に
イ
メ
ー
ジ
し
た
動
物
・
魚
・
鳥
・
花
…

な
ど
が
一
つ
の
切
り
抜
き
作
品
の
中
に
入
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
最
近
か
わ
い
い
鳩
や
動
物

な
ど
の
イ
ラ
ス
ト
も
描
く
こ
と
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
シ
ャ
ー
プ
な
切
り
絵
と
は
対
照
的
な
ほ
の
ぼ

の
と
し
た
も
の
で
す
。

い
つ
も
ア
ト
リ
エ
で
は
、笑
顔
で
穏
や
か
で
す
。

先
生
方
や
保
護
者
の
方
に
お
声
か
け
い
た
だ
く
の

が
う
れ
し
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。
家
で
は
「
す
ご

い
も
の
を
切
っ
て
先
生
に
見
せ
る
の
！
」と
言
い
、

意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
作
品
展
も
毎
年

楽
し
み
に
し
て
お
り
、
展
示
さ
れ
て
い
る
自
分
の
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■ 
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
〜

　
作
品
ア
ー
カ
イ
ブ
活
用
と
販
売

昨
年
の
春
か
ら
、
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
京
滋
支
社

と
京
都
市
観
光
協
会
と
の
提
携
・
協
力
に
よ
り
、

天
才
ア
ー
ト
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
グ
ッ
ズ
の
店
頭
販
売

を
し
て
い
ま
す
。

販
売
店
舗
は
、
セ
ブ
ン-
イ
レ
ブ
ン
が
市
内
中
心

部
の
烏
丸
六
角
店
、
京
都
阪
急
大
宮
店
、
京
都
七

条
大
宮
店
、
阪
急
西
院
駅
南
店
、
四
条
堀
川
店
で
、

京
都
市
観
光
協
会
が
二
条
城
内
観
光
売
店
で
す
。

取
扱
商
品
は
、
ふ
ろ
し
き
「
風
」
と
ス
ポ
ン
ジ
ク

ロ
ス
「
舞
妓
・
能
面
・
赤
富
士
・
風
神
・
雷
神
」
で
す
。

定
価
は
い
ず
れ
も
千
円
（
税
別
）
で
、
観
光
客
を
中

心
に
た
く
さ
ん
購
入
い
た
だ
く
な
ど
好
評
で
す
。

こ
れ
ら
の
製
品
は
、
作
品
ア
ー
カ
イ
ブ
を
活
用
し

て
、
ふ
ろ
し
き
は
山
田
繊
維
株
式
会
社
様
（
中
京

区
）、
ス
ポ
ン
ジ
ク
ロ
ス
は
合
同
会
社
京
都
職
人
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
様
と
の
コ
ラ
ボ
で
実
現
し
た
商
品
で
す
。

ま
た
、伝
統
工
芸
品
で
あ
る
京
ろ
う
そ
く
の
老
舗

（
有
）
中
村
ロ
ー
ソ
ク
さ
ん
と
の
コ
ラ
ボ
で
は
、
作

家
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
絵
付
け
を
し
た
も
の
と
、
ア
ー

カ
イ
ブ
を
絵
付
師
さ
ん
が
写
し
た
も
の
を
商
品
化

し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
、
中
村
ロ
ー
ソ
ク
さ
ん
の
店

頭
と
イ
ベ
ン
ト
店
頭
で
の
販
売
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■ 

ま
す
ま
す
充
実
す
る
複
製
画
の

　
販
売
と
レ
ン
タ
ル

２
０
１
６
年
６
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
複
製
画

は
、
販
売
と
レ
ン
タ
ル
方
式
の
二
本
立
て
で
提
供
し

て
い
ま
す
。

複
製
は
高
精
細
ジ
ー
ク
レ
ー
印
刷
で
、
最
高
級

の
用
紙
を
使
い
、
一
枚
一
枚
丁
寧
に
原
画
に
忠
実
に

再
現
し
て
い
ま
す
。
ひ
と
つ
の
作
品
の
複
製
枚
数
は

10
枚
限
定
制
作
で
、
売
り
切
れ
る
と
新
し
い
作
品

を
追
加
し
て
い
き
ま
す
。額
サ
イ
ズ
は
、三
三
、半
切
、

四
つ
切
、
太
子
の
４
サ
イ
ズ
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

レ
ン
タ
ル
は
、
病
院
や
ホ
テ
ル
、
公
共
施
設
の
ロ

ビ
ー
、
企
業
の
会
議
室
や
応
接
室
な
ど
を
対
象
に
、

社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
採
用
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
洛
和
会
音
羽

病
院
様
（
山
科
区
）、Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ 

Ｈ
Ｄ
様
（
上

京
区
）
に
採
用
し
て
い
た
だ
き
、
２
年
契
約
で
１
年

ご
と
に
作
品
を
入
れ
替
え
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

レ
ン
タ
ル
で
複
製
画
を
展
示
し
た
い
と
い
う
要
望
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み

い
た
だ
く
か
、
ス
タ
ッ
フ
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

作
品
点
数
や
期
間
な
ど
、
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■ 

会
員・寄
付
を
募
集
し
て
い
ま
す

天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
は
、
当
機
構
の
趣
旨

や
活
動
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
会
員
を
募
集
中

で
す
。
会
員
は
「
正
会
員
・
賛
助
会
員
・
名
誉
会

員
」
の
３
種
類
。
ま
た
、
寄
付
金
や
助
成
金
、「
障

碍
者
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
設
立
支
援

基
金
」
な
ど
の
お
申
し
込
み
も
随
時
受
け
付
け
て

■ 

広
告
主 

募
集
中
！

『
会
報 

天
才
ア
ー
ト
』
は
、
当
機
構

の
活
動
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
企
業
様

や
団
体
・
組
織
の
広
告
協
賛
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
会
報
の
発
行
部
数
は
毎
号

３
、５
０
０
部
で
、
会
員
・
協
賛
団
体
、

関
係
機
関
、
各
地
の
美
術
館
な
ど
に
配

布
・
配
架
を
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
、

ぜ
ひ
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

１
枠
：
１
万
円
～
（
４
回
掲
載
）

●
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
は
、

info@
tensai-art.kyoto

ま
で

吉村建設工業（株）
京都市中京区西ノ京小倉町135番地

075-802-1360

【
表
紙
の
作
品
に
つ
い
て
】

大
場
多
知
子
は
、
日
常
生
活
の
中
で
見
た
事
物
～
植
物
、

動
物
、
自
然
事
象
な
ど
な
ど
、
そ
の
中
で
「
感
動
し
た
。
美

し
い
と
思
っ
た
。
印
象
に
残
っ
た
」こ
と
を「
描
い
て
み
た
い
」

と
い
う
衝
動
が
作
品
と
な
っ
て
結
実
し
て
い
る
。
描
く
こ
と

で
ひ
き
こ
も
り
状
態
か
ら
「
自
分
」
を
取
り
戻
し
た
と
い
う
。

京都上鳥羽
の

印刷会社（有）森田美術印刷
京都市南区上鳥羽火打形町12  ☎ 075-692-3131

妙心寺 塔頭

　　   養  徳  院
永代供養のお寺　075-461-2898

い
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

http://tensai-art.kyoto

〈
編
集
後
記
〉

天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
て
９
期
目
に
入
り
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
来
期
で
10
年
。

地
道
な
活
動
で
あ
っ
て
も
続
け
て
い
く
こ
と
で
、
徐
々
に
一
般

の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
間
、
全
国
的
に
障
碍
者
ア
ー
ト
そ
の
も
の
の
知
名
度

も
向
上
し
、
各
地
で
作
品
制
作
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
障

碍
者
福
祉
施
設
や
組
織
団
体
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
、
創
作
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
管
理
や
流
通
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
海
外

で
は
、
一
般
の
ア
ー
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
同
じ
よ
う
に
、
障
碍

者
が
制
作
し
た
作
品
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
な
り
の
価
値
評
価

が
な
さ
れ
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
も

早
く
そ
う
な
っ
て
ほ
し
い
と
望
ん
で
い
ま
す
。

「微生物Ⅱ」　大場 多知子　Tachiko OOBA
アートボード・アクリルガッシュ　515×725mm　2018 年

セブン−イレブンの専用棚

ローソクの絵付け商品


